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研究成果の概要（和文）：本課題では、医薬品から健康食品も含む包括的な適正使用の実現を目指し、「薬と健
康食品」にまつわる市販後情報を患者・消費者から効率的に収集・提供（共有）できるシステムを確立した。一
つはインターネットを介したシステムであり、定期的にエピソードに基づいた事例の配信を行うとともに、患
者・消費者の経験事例を収集した。もう一つは事例を活用したワークショップであり、参加者の活発な情報発信
と医薬品適正使用に対する意識向上が示された。これらのシステムを活用することで、「薬と健康食品」の市販
後情報の充実と適正使用の推進が図られると期待される。

研究成果の概要（英文）：In the current project, we firstly developed and evaluated internet-based 
and workshop-based educational systems for patients/consumers to share knowledge on the proper use 
of “drugs and dietary supplements”. The two systems are also useful for efficiently collecting 
information related to use of drugs and dietary supplements from patients/consumers for 
post-marketing drug development. Thus, these systems are expected to be beneficial to both 
patients/consumers and manufacturers of drugs and dietary supplements. 

研究分野：医療薬学、医薬品情報学

キーワード： 市販後情報　医薬品適正使用　育薬　人材育成
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図 1. みんくすサイトの構造 

１．研究開始当初の背景 
現代社会では、科学技術の発展が市民一人
一人の安全やリスクに直結する形で、生活の
隅々にまで浸透している。最先端の科学技術
の成果と捉えられる「医薬品と健康食品（以
下、医薬品等）」も例外ではない。創薬科学
の進展により、医療現場では切れ味の鋭い医
薬品が多く登場している。さらに昨今の健康
ニーズの高まりやセルフメディケーション
の推進を背景として、健康食品・一般用医薬
品（大衆薬、OTC 医薬品）へのアクセシビ
リティは格段に高まり、消費者はこれらを手
軽に利用している。 
健康社会の実現のためには、医薬品から健
康食品も含む包括的な適正使用の実現が求
められる。そのために、市民と専門家（医療
従事者等）間の医薬品等のリスクコミュニケ
ーションは不可欠である。 
医薬品等の情報は市販後に使用されてい
く中で付加され集積していくという特徴を
もつ。したがって、医薬品等の市販後情報を
的確かつ効率的に捉え、これらを育む研究を
通じて医薬品等の科学的知見の充実を図る
ことも重要である。特に、市販後の医薬品を
患者にとってより効果的かつ安全で、更に患
者のニーズに適した状態に進化させること
を「育薬」とよぶ。 
我々は、これまで医薬品等の安全・安心確
保のためのシステムの確立を柱に研究を進
めてきた。これまでの取り組みは、医療現場
において患者との接点をもつ「医療従事者
（薬剤師、医師、登録販売者）」を対象とし
た人材育成（人づくり）システム（登録者数：
19,000 名超）や医薬品等情報収集・提供ネッ
トワーク（場づくり）システムの研究開発を
主体としてきた。 
今後、医薬品等の適正使用のさらなる推進
のためには、患者・消費者に直接働きかけ、
医療従事者と相互作用する新たなシステム
を構築し、医薬品等の市販後情報の充実を図
ることが重要であると考えられる。 

 
 
２．研究の目的 
本研究では、医薬品から健康食品も含む包
括的な適正使用の実現を目指し、医薬品等情
報を市民（患者・消費者）に提供するととも
に、育薬の概念を啓発し、医薬品等の諸問題
（市販後情報）を彼らから効率的に掘り起こ
すシステムを確立することを目的とした。 
 
 
３．研究の方法 
（1）患者・消費者の情報発信行動および意
識の調査 
患者からの副作用及び使い勝手に関する
情報発信は医薬品適正使用や育薬に重要で
あるが、各々の発信のされ方の違いやその理
由は詳細に検討されていない。そこで本調査
では、吸入ステロイド使用中の気管支喘息患

者（気管支喘息患者会の会員である者）を対
象としたフォーカスグループインタビュー
を実施し、副作用と使い勝手に関する情報発
信のし方の違いおよびその理由を分析した。
音声データを逐語録化し、継続的比較法によ
るコード化、分析を行った。 

 
（2）患者・消費者を対象とした医薬品情報
収集・提供ネットワークの構築と評価 
①インターネットを介した患者・消費者を対
象とした医薬品情報収集・提供システムの構
築 
a. インターネットサイトの構成： 
インターネット上のウェブサイト
（https://minkusu. ikuyaku-ut.jp/）を介して、患
者・消費者に医薬品情報を提供し、患者から
医薬品情報を収集するネットワーク（通称 
みんくすサイト）を構築した。本サイトは無
料会員登録制で、適正使用情報コンテンツの
提供と医薬品に関する意見収集を行った。み
んくすの構造の全体図を図 1 に示した。 

情報提供として、医薬品等に関連した話題
の用語の解説や薬の使用上の注意点を紹介
するコーナー「くすりを学ぼう」(A)、薬に関
する実際の“ヒヤリとしたハッとした”エピ
ソードを紹介するコーナー「くすりを育てよ
う」(B) を設置し、その中に育薬の定義や患
者・消費者からの情報発信の重要性を記載し
た。エピソード記事は、我々が 2000 年及び
2006年より構築・運用している薬剤師間情報
交換・研修システム (i-PHISS)および医師間
情報交換システム (i-MEDISS) のデータベー
スから抽出した事例を平易な表現に修正・加
工して作成した。情報の確実性を担保するた
めに、記事作成者以外の 2 名の研究者が内
容を確認した。また、記事中の専門用語の意
味を説明するコーナー「みんくす辞典」(C) を
設置した。 
一方、情報収集として、服薬トラブルや医
薬品に関する意見などを投稿してもらうコ
ーナー「みんなの声投稿ページ」(D) および
会員全体から情報収集するアンケートコー
ナー「くすりを育てるためのアンケート」(E)
を設置した。投稿された共有すべき情報は投
稿者の同意のもと、加工・編集して 1) みん
くすのウェブサイト上で掲載、あるいは 2) 
i-PHISS、i-MEDISS を通じて医療従事者に発



信、3) 製造販売元の製薬企業に情報提供する
こととした（なお、これらの情報は個人情報
は含まれない形で収集されている）。 
ウェブサイトの記事更新時、および新しい
機能やコンテンツの追加時に、メールマガジ
ンで簡略化された情報を配信して、ウェブサ
イト閲覧のきっかけを作る形式とした。 
 
b. インターネットサイトの改変： 
ウェブサイト構築 7 ヶ月後より、「くすり
を学ぼう」、「くすりを育てよう」の各記事に、
会員が記事の有用性を評価したり、コメント
や類似経験を投稿できる機能を付加した。評
価はリアルタイムで表示させ、コメントは事
務局に送信し、内容をメールマガジンあるい
は記事で紹介した。 
更に、エピソード記事に対して、医薬品ト
ピック（薬効、相互作用、副作用等）、剤形、
医薬品を使う人・扱う人、医薬品にまつわる
疑問、その他関連キーワードの 5つの大カテ
ゴリーを設定し、その細目として 43 種類の
小カテゴリーを作成した。各事例には、医薬
品のトピックをメインタグ、その他をサブタ
グとして 3～5 の小カテゴリーを付与した。
2014年 6月より、みんくすのウェブサイトに
はカテゴリーによるエピソード記事検索や、
閲覧したエピソード記事と同一のタグが付
与された事例を表示させる等の機能を実装
した。 
 
②インターネットを介した患者・消費者を対
象とした医薬品情報収集・提供システムの評
価 
サイトの登録会員を対象としたウェブア
ンケートにより、1) 情報提供開始初期（8ヶ
月後）、及び 2) 継続運用後（2015年 6月）に
記事の内容や、タグの活用度や有用感、医薬
品にまつわる自身の経験に関する調査を実
施した。 
 
③インターネットを介した患者・消費者を対
象とした医薬品情報収集・提供システムと医
療従事者間情報交換・研修システムの連携 
 患者等からのみんくすサイトへの投稿の
中から選定した事例を医療従事者向けの事
例に加工し、医療従事者間情報交換・研修シ
ステムを介して配信した。 
 
(３) 患者・消費者向け医薬品情報提供資材の
作成 
患者の医薬品適正使用・育薬への意識向上
と患者と薬剤師のリスクコミュニケーショ
ンの促進を目的として、薬局や地域において
提供可能な医薬品適正使用・育薬情報資材を
作成した。具体的には、みんくすサイトのエ
ピソード記事を４コマ漫画化したコンテン
ツを含む紙媒体（みんくす通信）を考案した。 
 
(４)患者・消費者を対象とした医薬品情報収
集・提供のためのワークショップ（WS）プ

ログラムの構築と評価 
薬局や公共の場等において、患者・消費者
と医薬品等のコミュニケーション促進、情報
提供・収集を行うための WS（通称：みんく
す広場）を考案し、WS の開催、評価を行っ
た。以下の３種類のWSプログラムを試行し
た。広報は、区の広報サイト、会場での告知、
Facebookページ、協力薬局でのチラシ配布に
より行った。 
a. グループワーク型（学ぼう編）： アイスブ
レイク、ミニレクチャー、紙芝居によるエピ
ソード紹介、グループワーク（問題点探し、
改善策探し）、ふり返りの構成で 180 分間の
プログラムとした。「OTC 薬とかしかくつき
あおう」「自宅にある薬を正しく使おう」の
２テーマで実施（全３回、公民館で開催）。 
b. グループワーク型（作ろう編）：アイスブ
レイク、ミニレクチャー、グループワーク、
個人ワーク、ふり返りの構成で 180分間のプ
ログラムとした。「自分にぴったりのお薬手
帳を考えよう」のテーマで実施（全１回、公
民館で開催）。 
c. ４コマ漫画活用ワーク型：アイスブレイク、
４コマ漫画によるエピソード紹介＋自身の
経験想起、エピソードのポイント解説、ふり
返りの構成で 120 分間のプログラムとした。
「インフルエンザに正しく対処しよう」のテ
ーマで実施（全１回、子育て広場で開催）。 
 
４．研究成果 
(1) 患者の情報発信行動および意識の調査 

FGIを 3回実施し、参加者は全 15 名であ
った。FGI 参加者が吸入ステロイド薬の副作
用および使い勝手に疑問や不安を抱いた時
の行動は、誰にも相談しない（自分で解決す
る）、患者会の顧問医師や会員に相談する、
医療従事者に相談する、の 3 つに分類され
た。その中で、副作用、使い勝手のいずれに
おいても、欲しい情報を入手する際の相談対
象として顧問医師や会員の優先順位は高か
った。その背景には、最新の情報提供や患者
への親切な態度に裏付けられた顧問医師へ
の信頼、同じ疾患をもつ患者として苦しみを
理解してくれる会員への信頼があった。一方、
情報提供量や専門知識の不足、時間の制約な
どから主治医や薬剤師には不信感、遠慮が生
じ、相談しない（相談しにくい）という行動
が見られた。そして今回の調査により、吸入
ステロイドの使用勝手についての意見や要
望等の患者ニーズ、或いは吸入ステロイドを
長期使用したときの潜在的な副作用につい
ての不安は会員同士で話すのみで外部に発
信していないこと、そもそも外部に発信して
良いという認識がないことが明らかとなっ
た。その背景には、薬効や副作用を重要視す
る意識、「誰かに言っても仕方ない」等の心
理があった。疾患や薬に対する意識が高いと
考えられる患者会においても、患者からの情
報発信が育薬に果たす役割を意識づける必
要性が示唆された。一方、一部の参加者では、



使い勝手の悪さについて患者 （患者会）と
して意見発信して良いという気づきを FGI 
に参加することで得ていた。 
これらの結果から、医薬品やデバイスに対
する患者ニーズを発信することの有用性を
患者に啓発する必要性が示唆された。さらに
患者自身の意見を発信できる新たな場作り
の有用性も示唆された。 
 
(2)患者・消費者を対象とした医薬品情報収
集・提供ネットワークの構築と評価 
①インターネットを介した患者・消費者を対
象とした医薬品情報収集・提供システムの構
築 
地域の活動情報サイトや患者向け情報誌、
新聞への情報掲載や医師・薬剤師間情報交
換・研修システムの会員を介した広報活動な
どを行い、2017年 3月現在で会員は約 1,470
名となった。男女比はほぼ 1：1 であった。
患者・消費者会員では、60代の会員が最も多
く、次いで 40 代、50 代、70 代、30 代、20
代、80代以上の順であった。 

2017 年 3 月末日までに、23 件の「くす
りを学ぼう」事例、99 件の「くすりを育て
よう」事例を公開した。また、記事へのコメ
ントや投稿が収集された。これらの情報をも
とに記事を作成し、全登録者に対して情報の
フィードバックを行った。 

 
②患者・消費者を対象とした医薬品情報収
集・提供ネットワークの評価 
1) みんくすの患者等登録者 29 名（うち 79%
が処方薬服用）から回答を得た。ウェブサイ
トをどのようなときに閲覧するかについて
は、82% が「メールマガジンが配信されたと
き」、38% が「知りたいことや調べたいこと
があったとき」とした。みんくすサイトで提
供される情報の有用性について、回答者のう
ち 31% が「とても役に立つ」、48%が「やや
役に立つ」とした。その理由としては、「服
薬について分かっているようで、間違えてい
ることがある」、「家族に適切なアドバイスを
してあげられる」などの意見が挙げられた。
コンテンツ内容の難易度を評価してもらっ
たところ、それぞれ 85% 以上が「ちょうど
良い」と回答した。「（みんくすサイトを利用
するようになって）お薬の使い方に変化はあ
りましたか？」という質問に対しては約 15% 
が「変わった」とした。具体的には、「今ま
で以上に正確に服用するようになった」、「自
己判断をしないこと」などの意見が挙がった。
また、回答者の約 60% が「育薬」について
「みんくすを通じて知った」とした。医薬品
に対する悩みや不安を医療従事者に相談す
るかについては、回答者の約 60% が「以前
から相談している」とし、みんくすを利用し
始めてから変化があったと回答したのは約 
20% だった。服薬する上での悩みや要望に関
する自由記述では、「薬を減量したい（変更
したい）のに医師が取り合ってくれない」な

どの医療従事者との関係についての悩みや、
指導箋の改善点を指摘する意見、吸入ステロ
イド薬の効果的な吸入方法が知りたいなど
の情報が得られた。また、「飲みやすい薬に
ついて製薬企業の人と直接話せる場所があ
ると良い」という希望も挙がった。 
 
2) みんくす登録者 35 名から回答を得た。活
用度の高いタグとして薬の相互作用、副作用、
高齢者が上位に挙がった。タグを使って他の
記事を読んだ経験がある、本カテゴリー分け
が興味のある事例探しに役に立つとの回答
が各々約 8割に上った。また、事例を読んで
自身の類似した経験を思い出したという回
答が具体的な内容とともに得られた。カテゴ
リーの付与により興味のある事例や類似事
例の閲覧が促進されたと考えられた。事例閲
覧は患者等が自身の経験を振り返り、想起す
る契機となっていることが示唆された。本調
査から、患者等に対して医薬品情報を提供す
るうえで、今回作成した患者等向けのカテゴ
リーと事例へのタグ付与の有用性が示され
た。 
 
③インターネットを介した患者・消費者を対
象とした医薬品情報収集・提供システムと医
療従事者間情報交換・研修システムの連携 
 患者・消費者からのみんくすサイト投稿の
うち、医療従事者に対して有用と考えられる
事例を医療従事者向けにも加工し、医師ある
いは薬剤師、登録販売者を対象とした情報交
換・研修システムを介して医療従事者へ情報
提供した。例えば、消費者の勘違いによる
OTC 内用薬の使用法間違いについてのエピ
ソードを薬剤師、登録販売者のサイトにおい
てもそれぞれ配信し、トラブルの未然回避の
対策を共有した。 
 
(３) 患者・消費者向け医薬品情報提供資材の
作成 
みんくすサイトを介してインターネット
で提供してきた患者向け記事の中から、幅広
いカテゴリから記事を 10 コンテンツ選定
し、４コマ漫画を作成した。これらに追加の
医薬品情報とエピソードにもとづく患者・消
費者向けのアドバイスを付加した形でチラ
シ（みんくす通信）を作成した。今後、これ
らの提供資材の有用性を評価し、我々が運用
している薬剤師コミュニティ等を活用して
薬局や地域における情報資材の提供を行っ
ていく予定である。 
 
(４)患者・消費者を対象とした医薬品情報収
集・提供のためのWSプログラムの構築と評
価 
 グループワーク型（学ぼう編）WS（以下
WS）を全３回、グループワーク型（作ろう
編）WS を全１回、４コマ漫画活用型 WS を
全１回実施した。参加者（有効回答：18件）
の年代は 20代 3 名、30代 2 名、40 代 4 名、



50 代 3 名、60 代 4 名、70 代 2 名であっ
た。 
グループワーク型（学ぼう編）WS 参加者 

13 名を対象としたアンケートの結果、WSの
満足度は「とても満足」「大体満足」がそれ
ぞれ 85%、15%、WS に参加して新しい発見
や気づきが「かなりあった」、「ややあった」
がそれぞれ 92%、8%であった。今後も同様の
イベントに「ぜひ参加したい」、「参加したい」
との回答がそれぞれ 73%、27% であった。
WS 中で一番印象的だった活動として、グル
ープワーク「問題の解決方法を出し、発表す
る」を挙げる参加者が 67%と一番多かった。
その理由として「他の方の意見も参考になっ
た」「様々な立場で解決策が多様にあったの
で」「あまり積極的でない人や話すことが苦
手な人でも意見が反映されやすく参加しや
すかった」「患者側がやっていかなければい
けないことがたくさんある」「思った以上に
たくさんの解決策があった」等が挙がり、グ
ループワークにより、自身の考えを意識化で
きたり、他の参加者の意見から新たな気づき
があったことが好意的に評価されたと考え
られた。 
今後は、本研究により構築したWSプログ
ラムを地域の薬剤師等が主催者となり、各地
で開催できるようWSの手順やツールを公開
するとともに、開催をサポートしていくこと
を検討している。 
 
 本研究では、広く患者・消費者に対して育
薬推進を啓発し、患者から市販後情報を収集
することができるシステムとして、インター
ネットを介した患者・消費者を対象とした医
薬品情報収集・提供ネットワーク（みんくす
ウェブサイト）及び WS（みんくす広場）を
新たに構築した。本システムにより、患者等
への情報提供（共有）は効率よく行えるよう
になったものの、患者等からの情報収集は活
発でないのが現状である。今後、本システム
を継続的に運用し、患者等の意識向上ととも
に、患者等が想起した自身の経験をより発
信・共有しやすいシステムへと改善を図って
いきたい。将来的には、本システムを足がか
りとして、これらの情報を医療従事者や製薬
企業、行政などへ発信することで、患者らに、
より良い医薬品や医薬品情報の提供という
形でのフィードバックも可能になるであろ
う。 
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